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はじめに

古代日本における瓦は、崇峻元年 (588)、飛鳥寺の造営を契機に百済の瓦博士によって伝

わり、王宮・官庁・寺院などの国家的な造営事業の一環として大量生産された。そのため、

瓦は建物の創建年代をはじめ、当時の政治 ･ 経済 ･ 文化交流の動向を把握できる遺物として

重視される。今回の発表では、歴史資料としての瓦の概要・特徴を紹介し、京都最古の寺院

である北野廃寺から出土した瓦を中心に古代京都における瓦の受容と渡来人の関係について

考えたいと思う。

Ⅰ .歴史資料としての瓦

１）瓦の特質と利点

２）瓦の種類

３）瓦の作り方　

　　①丸瓦・平瓦 (桶巻作り ) ＊一枚作り平瓦　②軒丸瓦・軒平瓦　＊一本作り軒丸瓦

４）瓦からの情報

　　①製作年代、使用年代、廃棄年代

②瓦の年代決定→建物の創建年代

・創建瓦の抽出：｢絶対多数の論理 ｣　

・同笵瓦：｢笵傷 ｣｢ 彫り直し ｣

・再利用瓦

　５）瓦の起源と伝来

①中国の瓦

②朝鮮半島の瓦：高句麗、百済、新羅

③日本への造瓦技術の伝播

・『日本書紀』崇峻元年 (588)、『元興寺伽藍縁起并流記資財帳』：百済の瓦博士 4 名の

来日。

→法興寺 (飛鳥寺 )の創建。

・ ｢ 花組 ｣｢ 星組 ｣ ＊ ｢ 豊浦寺式 (雪組 )｣

・畿内の ｢渡来系瓦 ｣

Ⅱ．古代京都における瓦受容と渡来人

１）古代京都における寺院造営の歴史的背景

１

①仏教公伝と寺院造営

②瓦生産体制

③秦氏の造寺活動

２）北野廃寺と広隆寺に関する諸説

　　①創建年代：推古天皇 11 年創建説、推古天皇 30 年完成説、天智天皇 9年創建説。

　　②移建・非移建説

　　③寺院名称：蜂岡寺、葛野秦寺、野寺・常住寺

３）考古学的資料の検討

①伽藍配置　

②出土瓦

４）初期寺院造営と ｢渡来系瓦 ｣に関する私見

５）寺院造営の波及と藤原宮

まとめにかえて
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図４．（宇治市教育委員会 1989）

図５．広隆寺周辺の古墳 ( 網 1995 より )
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図３．飛鳥寺と豊浦寺の創建瓦 ( 奈良文化財研究所 2000『古代瓦研究Ⅰ』より )　S＝1/４
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図 1. 瓦の種類と使用場所（西和夫1990『図解古建築入門』より）

図２. 丸瓦・平瓦の作り方(上田 1987より)
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３表１ . 広隆寺・北野廃寺に関する研究史・調査略年表(上村1995より)

　　　　　　　図６. 北野廃寺遺構図
（網伸也2001｢畿内における在地寺院様相｣『古代』第110号より）

図７. 広隆寺寺域復元図(網1995・上村1995より改変)
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図８．北野廃寺出土の創建瓦（奈良文化財研究所『古代瓦研究Ⅰ』）　1～ 7：S＝1/4、　8・9：S＝1/6
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図９．広隆寺出土の創建瓦（奈良文化財研究所『古代瓦研究Ⅰ』）　1～ 10：S＝1/4
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